
選択した割合（％）資料① シートの表面の効果について

そう思う どちらかとい どちらかという そう思わない

うとそう思う とそう思わない

意欲・資質能力の向上に役立つ １２．０ ４０．４ ２７．７ １９．８

学校の活性化に役立つ ６．３ ３０．４ ３８．５ ２４．６

教育活動の充実に役立つ ８．４ ３７．０ ３３．３ ２１．２

意思の疎通や雰囲気の向上に役立つ ４．９ ２０．３ ３９．７ ３４．９

選択した割合（％）資料② 評価結果の活用・反映について将来的にどうあるべきかについて

そう思う どちらかとい どちらかという そう思わない

うとそう思う とそう思わない

現状の活用内容とすべき ４１．１ ３５．７ １１．６ １０．９

研修機会の付与に活用・反映すべき ９．７ ３１．５ ２９．４ ２８．６

給与に活用・反映すべき ５．４ １０．７ ２２．０ ６０．８

読
ん
で
納
得

尾
北
教
労
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

、

愛
知
県
教
委
の
教
職
員
評
価
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
は
じ
め

各
種
資
料
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
人
事
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
職
場
で

の
困
り
ご
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
メ
ー
ル
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

尾
北
教
労

検
索
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愛
知
県
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
、
小
中
学
校
及
び
県
立

学
校
合
わ
せ
て
１
３
０
校
を
抽
出
し
、
平
成
２
４
年
度
実

施
の
教
職
員
評
価
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
（
回
答
者
数
４
４
１
８
名

。
そ
の
結
果
か
ら
、
教

）

職
員
評
価
制
度
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「

」

「

」

シ
ー
ト
の
表
面
の
効
果
に
つ
い
て

で
は

役
立
つ
か

の
質
問
に
対
し
て
、
否
定
的
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
方
が

多
い
と
い
う
現
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

（
資
料
①
参

。

照

。
特
に
「
学
校
の
活
性
化

「
教
育
活
動
の
充
実

「
意

）

」

」

思
の
疎
通
や
雰
囲
気
の
向
上
」
に
関
し
て
、
６
～
７
割
以

上
の
方
が
否
定
的
に
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
教
職
員
評
価
制
度
そ
の
も
の
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
多
く
の
教
職
員
が
疑
問
に
感
じ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

教
育
と
い
う
職
務
内
容
と
効
果
を
現
実
に
考
え
る
と
、

形
式
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
大
変
難
し
く
、
無
理
に
行

っ
て
も
役
立
た
ず
、
逆
に
問
題
が
生
じ
る
心
配
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
校
長
自
身
が
、
職
場
の
一

人
一
人
の
教
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
良
好
な
関
係
を
築
。

こ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
も
言
え
ま
す

教
職
員
評
価
制
度
だ
か
ら
面
談
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
職
員
と
の
意
思
疎
通
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
通

し
て
日
常
的
に
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

一
方

「
管
理
職
に
よ
る
評
価
は
、
自
己
評
価
が
尊
重
さ

、

れ
た
か
」
で
は

「
そ
う
思
う

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ

、

」

う
思
う
」
を
合
わ
せ
た
数
が
８
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
管
理
職
が
教
職
員
の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
実
態
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
、
評
価
結
果
の
活
用
・
反
映
に

、「

」

つ
い
て
聞
い
て
い
ま
す
が

現
状
の
活
用
内
容
と
す
べ
き

や
「
給
与
に
反
映
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
声
が
約
８
０

％
に
な
り
ま
し
た
（
資
料
②
参
照

。
特
に
給
与
へ
の
反
映

）

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
愛

知
県
教
委
は
、
ま
だ
、
そ
の
方
向
を
検
討
課
題
と
し
て
い

ま
す
。
も
し
、
給
与
に
反
映
さ
れ
る
と
、
職
場
の
中
で
不
団
結

や
不
信
感
が
生
ま
れ
、
教
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
崩
さ

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
学
校
の
教
育
力
が
低
下
し
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
の
影
響
が
及
ぶ
と
い
う
大
き
な
問
題
に
つ
な

が
り
ま
す

「
給
与
へ
の
反
映
は
許
さ
な
い
」
の
声
を
さ
ら

。

に
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

教
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
こ
そ
が
学
校
の
最
大
の
教
育

力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

「
校
長
と
の
面
談
の
効
果
に
つ
い
て
」
で
は
、
約
８
０

％
の
方
が
「
面
談
で
校
長
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
多
く

の
教
職
員
が
、
日
頃
、
じ
っ
く
り
話
す
機
会
の
少
な
い

校
長
と
の
面
談
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
わ
か
っ
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。



昨年１２月に、文部科学省は、２０１２年度の教員の病気休職者数を発表しました。病気休

職者は、８，５４４人で、そのうち精神疾患による休職者は５，２７４人でした。ここ５年間

にわたって病気休職者数が８千人を超え、そのうち精神疾患によるものの割合が６割以上を占

めるという深刻な事態が続いています。

尾北教労では、教職員が健康で安心して働き続けられる

よう、市町教育委員会や校長会に要請をしています。要

請の一部を紹介します。

◆ ７時間４５分勤務を尊重し、休憩がとれていない実

態に合わせ、１６時１５分には勤務が終了できるよう

に勤務時間の適正化と多忙化の解消に努めていただき

たい。

◆ 時間外勤務の割り振りについては、個人別の割振変

更簿を作成して、確実に割り振りがなされるようにし

ていただきたい。

◆ 在校時間記録表で、８０時間・１００時間を超える

場合は、医師の面談が受けられるように手だてを講じ

るとともに仕事量を減らす措置を講じていただきたい。

◆ 一人一人の教職員の声を大切にし、誰もが本音を言

い合え、助け合い育ち合うことができる職場づくりに

向け管理職がリーダーシップを発揮していただきたい。

◆ 療養休暇が、どこの職場でもきちんととれるように

改善を進めていただきたい。特に、以下の点について

職員にきちんと知らせていただきたい。

ア 療養休暇は、１日や１時間単位で取れること。

イ ３０日未満の取得なら、ボーナスや給与などの処

遇には影響ないこと。

ただし、これらの要請内容の実現だけで、すべて解決

されるものではありません。根本的には、すべての学年

で少人数学級を実現したり、教職員を大幅に増員したり

すること、また、子どもと教職員に負担を強いている学

習指導要領を見直しすることが必要だと考えられます。

教員の病気休職者は、この１０年間で、５，２００人から

８，５４４人へと、１．６倍に増えています。

これは、精神疾患による休職者が２倍に増加したことによ

るもので、精神疾患以外の休職者数は微増にとどまっていま

す。精神疾患がこれだけ急増していることは、教員が強いス

トレスにさらされている、また厳しい勤務条件のもとで働い

ていることからきているものと考えられます。

文部科学省は、深刻な状況を受け 「教職員のメンタルヘ、

ルス対策検討会議」を設置して、原因を調査した上で対策に

ついてまとめた報告書を出しています （ 教職員のメンタル。「

ヘルス対策について（最終まとめ 」２０１３年３月））

報告書では 「教職員のメンタルヘルス不調の背景等」に、

ついて、次のような原因を指摘しています。

● 勤務時間の現状 として 残業時間が増加している 授「 」 、「 」「『

業準備』や『成績処理』などの通常必要な業務が時間外に

なされている」と長時間勤務を指摘しています。

「 」 、「 、● 業務量の増加 として 授業等の教育活動以外の用務

特に負担感の大きい要因として、保護者との関わり方等」

「提出しなければならない報告書」が増えてきている、と

本務以外の仕事の増加を指摘しています。

●「求められる業務の質の困難化」として 「生徒指導上の、

諸課題、保護者や地域との関係において、困難な対応を求

められること」があると、教育活動を進める上での対応の

困難さが増していると指摘しています。

そして 「予防的取組」を提言しています。その一部は、、

次の通りです。

・・・ 自らを客観視し、安定した気持ちで仕事が◎ 本人 「

できるようメンタルヘルスの自己管理に努力 「自分自身の」

ストレスに気づき これに対処する知識や方法の習慣化 メ、 」「

ンタルヘルスに不安を感じる際は、早めに周囲の産業医や精

神科医等に相談」

・・・ 教職員の業務を点検・評価し、積極的に◎ 校長等 「

業務縮減・効率化 「定期面談の実施などあらゆる機会を通」

じた教職員との対話 「労働安全管理体制の整備、実効性の」

」「『 』 、 、 、ある取組 開かれた 学校 校長室 職員室にすることで

風通しの良い職場づくり 「職場内の問題を職場で解決する」

円滑なコミュニケーション」

・・・ 学校の職場環境、業務内容・方法の◎ 教育委員会 「

点検・評価、業務縮減・効率化 「産業医、嘱託精神科医等」

を活用した相談体制を整えるとともに、校長等と適切に連携

し、必要に応じて業務上のサポート 「産業医配置等の労働」

安全衛生管理体制の整備、実効性のある取組」

学校づくりアンケートでは 「疲労やストレスがたまっ、

ていますか という質問に対して たまっている と 少」 、「 」 「

したまっている」と回答した人が９割にのぼっています。

その原因として 「休息や休憩がとれない 「持ち時間数が、 」

多く、教材研究や授業準備などの実務時間（空き時間）が

少ない 「個別に勉強を教える必要のある子に、指導する」

時間がない 「超過勤務が多く、割り振りもきちんととら」

れない 「子どもの話をじっくり聞くことができない」と」

いう指摘が多くありました。

これらの指摘は、長時間の勤務、また途中で休息や休憩

がとれないという過密勤務という教職員の勤務実態の問題

として考えられます。また、教職員として本来の力が発揮

できていない苦悩があることが伺われます。
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